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開　講 毎年  ・  隔年

区　分 選択

単位 １　単位 科目責任者 有賀悦子　教授 （板橋・緩和） 授業形態 講義・演習
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がん緩和ケア ガイドブック （監修 日本医師会 青海社 ISBN978-4-902249-46-0 C3047,医局図書および大学図書館内）を一読
し、プレテストに備えること。
1回の授業に対して、予習・復習それぞれ30分程度が必要である。

　共 通 科 目 緩和医療学特論Ⅱ
Advanced Study & Research for Palliative Medicine Ⅱ

緩和医療学の基礎知識について、標準的なドメインを学ぶ。

厚生労働省事業であるがん診療に携わる医師のための緩和ケア研修会を通して、実践力を身に着ける。

その他の演習・セミナー等

プレテスト・ポストテスト（20%）、演習（事例検討、ロールプレイなど）への取り組み（80%）を評価する。

「がん診療に携わる医師のための緩和ケア研修会」指定テキスト

「がん診療に携わる医師のための緩和ケア研修会」が終了となったため、2019年は開講しない
「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会」については、緩和医療学特論Ⅰを確認すること。

講義タイトル

2019年度 

開講なし 


